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q）上弦　1日　6時41分

○滞月7日20時51分

の下弦14日21時24分

⑭新月23日1時3分

㊥上弦30日13時44分

水星　1日には25。53ノ離角し夕方の観望に最もよ）・・30日20時には内合である・光度

　は0・6等より漸減し＋3・0等に迄落ちる・1日の位置は蟹座のプレセペの近くである・
　30日20日寺…に二内合．

金星　光度負3等でまだ観直樫も少く槻望にはあまりよくな》・・夕方の星であって月
　初め蟹座の西部にあるが東進して】2N22時には水星の北3。52！の所を逓り月末に
　はレグルスをも抜いてロ1星の近くにくる．
火星　月初め秋分瓢の近くにあり漸次順行する・四望不適・

木星獅子座の東部をゆっくりと順行し光度は負1・4等観直径は月初め32分より月末
　には30分に迄なる．今月一杯で獅子座を去り乙女座に移る・
土星　山羊座を逆行してみる・四望に最：も適した時節となった・9日には北24分にお
　いて刀と合になる．環は北面の方が吾々にむv・てるるlA環とそのうち側にある光

　の張い環との医別も小望遠鏡では容易であるし本四にある帯も案外よく見えるもの

　である・この帯は木星の帯の如くに二化のはげしいものではなく，常にどんよりし
　た色を示してみる・土星の近くに9等星くら）・の星が見えたら衛星のチタンである

　と思ってまつ間違はない．本年の衝は孟月6日である・
天王星　19日9S3　；αd時42．3分，δ＝＋9。59，光度6・1，15日12時18分南5。26ノで刀
　と合．

海王星　19日9時；戯；10時4L2分，δ＝十9。玉3！，獅子座にあり太陽に近v・・

流星　　　6刀　一8月
　　　　　　6月一8月
　　　　　　中旬
　　　　　　15日一’
最後のものが特に著しい．
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七月の夜の天室
（恒：星時…Sidereal　Time玉4時）

日本の中央部（京阪瀞地方）で

　　　　　　7刀1日ならば午後9時　　15日ならば午後8時

東京は約15分早く，旙岡は約20分遅く現はる

但し時刻は二本中央標準時
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III一七月の星座

　行水に書の暑さを洗ひ落して，さつばりとした氣持で星を仰ぐ時候となった・猿塁

にねころぶと，目に入るものは夏の星座である・左にゆれ右にゆれ，吾々のすぐ近く

迄やつて顧たり，無限の彼方に蓮ざかったりする・星の美は物を考えさせる美ではな

い．吾々を包み吾々のあらゆる感情に滞足をあたへる美である．

　天全鵠に輝星が振がつて如何にも夏らしい．天の川は南北に流れ，其爾岸の一等星

は西が織女，東は牽牛である・銀河の中には白島が一羽頸を伸して鳴きながら飛んで

ゆく．南には蜴がわだかまり，銀河に其毒針をひたし，天頂近くにはヘルクレスや蛇遣

ひの巨入がひかえてみる・レグルスがはや浸しようとしア】クツラス，スピカと共に

ずぎし春の三角形が名淺おしい・


